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まずは、簡単に自己紹介。

多すぎる雑多な仕事を整理したいと考えているこの頃・・・・・

青山学院大学法学部長・大学院法学研究科長 教授。
学校法人青山学院知的資産連携機構兼務。

専門分野は、知的財産法、知財クリニック、技術追跡評価分析
主な著書・論文に
『先端技術と経済』（岩波書店）
『アーリーステージ知財の価値評価と価格設定』（中央経済社、監訳）
「知財のアウトカム・マネジメント」（日本知財学会誌）などがある。

委員会等の活動としては、
経済産業省経済構造審議会評価部会委員、日本知財学会知財会計・経営分科会座長
研究技術計画学会庶務理事、財団法人知的資産活用センター理事、
ＮＥＤＯ追跡評価分科会座長、マイクロソフト公益信託研究基金委員長など。

金沢工業大学大学院客員教授、中国中山大学知的財産学院客員教授も引き受けている。



これまで経験した
経済産業省における追跡評価



これまでの追跡評価の骨格これまでの追跡評価の骨格

目的
技術、産業、社会への①①インパクトの可視化
プロジェクト②②終了後の動向の評価

評価体制
追跡③③評価指針に基づく評価
④④選定対象プロジェクトの評価
⑤⑤エビデンスの確保と第三者による評価
⑥⑥記名式評価コメント

評価内容
成果の⑦⑦波及効果に対する評価
⑧⑧現在の視点からの評価
⑨⑨今後の政策に対する提言



追跡調査に基づく評価追跡調査に基づく評価

A群(科学技術に係る知見に基づく)
実用化への進展、技術的ひろがり、国際競争力の確保
知的ストックの蓄積、研究開発組織の改善
技術戦略への影響、人材への影響

B群(経済・社会の変容に係る知見に基づく)
市場創出への寄与、経済的インパクト
産業構造の転換・活性化
国民生活・社会レベルの向上

C群(政策立案・推進に係る知見に基づく)
その後の政策へのフィードバック、産業戦略への影響

D群(現時点のコンセンサスに基づく)
国プロとして設定したことの妥当性
目標設定、実施方法、事後評価、フォローアップ方法の妥当性



[第1要素]
技術課題、ロードマップの上におけるポジショニング
から

知的成果利用の上におけるポジショニング
へ・・

[第2要素]
技術資源の上におけるポジショニング
から

国民目線の上におけるポジショニング
へ・・

[第3要素]
中間・事後評価の上におけるポジショニング
から

事前評価の上におけるポジショニング
へ・・

追跡評価によって生じた、「3つの」ポジションニングの変化追跡評価によって生じた、「3つの」ポジションニングの変化



追跡評価に必要な「俯瞰作業」のノウハウ・・その1

1. 国プロが目途とした設計図は、再現できているか?
・研究開発活動におけるBack-casting

・成果利用におけるStructuring

・国民ニーズにおけるMatching



R&D活動

時間軸

生産軸

R&D活動

？ ？

主要な波及の流れ

現在

将来

未来

Back‐casting Structuring Matching



追跡評価に必要な「俯瞰作業」のノウハウ・・その2

2.成果の与益は、集合して公益となり、そして見えるのか?

・知的成果を結合した場合のPathway Affair

・成果の垣根を越えた場合のOutreach Affair



★「成果のリバースエンジニアリング」
(Reverse‐engineering)

（例）
特許発明の当初解決課題を
再点検（新用途の探査）

★「成果のパッケージング」
(Packaging)

（例）
成果のフォローアップ編成

・・・●パスウェイ(Pathway)の作業
・・・★アウトリーチ(Outreach)の作業

★「成果のトリアージュ」
(Triage)

（例）
利益相反の調整
緊急性の判断に基づく評価

与益B群

与益A群



政策上の問題提起・・政策上の問題提起・・

複数の追跡評価を経験すると、
・・共通した課題が見える。例えば、

「Speed to Market」については不介入。
「事前評価による設計」は不明。
「技術成果の利用、廃棄の判断」は企業の個別判断。
「人材の国外流失」が発生。
「未利用特許の裁定実施請求」は皆無。
「個人プレーが目立つ産学連携」による研究開発が進行。
「追跡調査の限界なのか、中小企業の役割」が見えない。

・・知られていない成果を発見する。例えば、
「成果から強い影響を受けた」大きな波及がある。
「先端技術を支える技術、技能の貢献」が大きい。
「専門家だけが知る国際的レベル」に至った成果。
「国プロに参加しなかった企業」が競争力を発揮した。

「追跡評価の項目を意識した」研究成果のアピール。
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